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令和 5年度事業報告書

令和 5年 4月 1日  から 令和 6年 3月 31日  まで

特定非営利活動法人 BEPPU PRO」ECT

l 事業の成果

① 芸術をテ‐マとする講演会、講座、ワークシヨンプ等の企画、開催事業

1)混浴温泉世界 実行委員会事業 (継続)

委託元 :混浴温泉世界実行委員会   ・

混浴温泉世界実行委員会が主催する各種事業の事務局業務をお■なった。『ベップ
。アート・マンス 2023』 で

は、97団体・個人に
.よ
る120プログラムが開催され、18,c50名 (オンライン含む)が参加した。昨年度から開

始した『ALTERNATIYEISTATE』 は、2名のアーティネトによる作品を設置し、39,441名 (オンライン含む)が鑑

賞。2025年の本開催を目指すアートフェアのプレ事業として開始した『Art Fair BOppu 2023』 では国内外から

45組の出展者を招聘。3会場でのが 2,381名 が来場し、作品の展示販売をおこならた。今年度より開始した

『TRANSIT MARKET』 は6日 間で36店舗が出店し、合計で 1,542 .々が来場。 2回 目の開催となった『まつばらマ

ルシェ』は3日 で28店舗が出店、2,192名 が来場した。『文化観光ツアー』ではファムツアー。モデルツアーを

4本、広域連携ツアーを2本、市内をめぐるまちあるきツアーを5本おこない、計 107名 が参加した。

2)アーティ不 卜・イン・ レジデンス事業 (KASHIMA) (継続 )

助成 :文化庁                               ・

『令和 5年度 アーティスト・イン・レジデンス活動支援を通じた国際文化交流促進事業』を活用し、国内ア=
ティス ト1名 、国外アーティスト2名を招聘。それぞれ 50日 程度滞在し、最後にオエプンスタジオを開催し

た。オとプンスタジオの際には国内の有識者を招聘してアエティスト・イン・レジデンスが地域に及ぼす効果に

ついて議論するシンポジウムも実施した。また、フランス・ナント市の『アトリ■・ボニュス』と連携協定を締

結し、交換プログラムとして大分県を拠点に活動するアーティスト1名 を派遣した。

3)アエティス ト・クリエイター移住・定住促進事業  (継続)

委託 :別府市 助成 :文化庁

令和 4年度に作成した「アーティスト・クジエイターの移住・定住促進と文化観光を推進するための実施計画

書」に則り事業を実施。『芸術文化観光情報発信事業』では、令和4年度に造成した「別府市創造交流発信拠点

『TRANSIT』 」にて、移住定住に関する相談受付や情報発信、展示室の運営をおこなった。『ビレッジモデルケ

ース事業』では、アートやデザイン等の「感性による価値」を活用し、別府の魅力を国内外に発信する事業を募

集。12件の事業に対し、費用の二部を補助した。『アーティスト・クリ千イタ
~創作等施設設置事業』では、空
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き物件をリノベーションし、制作・展示・イベントの場として『BEPPU STllD10 01』 を造成した。さらに、別府

に移住してきたアーティスト・クリエイターをさまざまな形で支援。『 TRA卜
ISIT』 展示室にて、別府から世界で

活躍する過渡期にあるアーティストを紹介する展覧会や、清島アパー トのアーティスト入居アーティストによる

成果展を実施。あわせて、アーティスト・クリエイターとして活動を継続していくために必要な知識を学ぶ人材

育成講座も実施した。

4)芸術文化施設を拠点とした観光循環創出事業  (継続 )

委託 :大分県

大分県立美術館 (OPAM)を拠点に大分県の地域文化資源と観光資源を繋ぐツアーを造成。昨年度は「竹」をテー

マとした企画展『竹会 OITA BAMB00 ART&LIGHTS 2023』 を開催した。OPAMを会場に、竹の展示や竹工芸の実

演、竹楽器の音楽イベン トのほか、竹の器を用いた食体験などのイベントを実施した。また、期間中に OPAMを

起点に別府 。日出の竹に関わる場所をめぐるプレスツアーを催行し、メディア 10社を招聘した。

5)月 U府市制 loo周 事業  (継続 )

委託 :別府市制 100周年記念事業実行委員会

先人たちが築いてきた自然や歴史、文化など別府の魅力を再認識し、夢と希望に満ちた未来へ継承し、新たな

100年の一歩を踏み出すべく、別府市制 100周年記念を見据えた事業。今年度はプレ事業として、講座『シン・

別府学』、100日 前イベント『みんなでつくろう100周年』を実施したほか、令和 6年度事業の準備 (公募や作

品制作)をおこなった。また、全体広報としてチラシやフラング、ノベルティなどを作成し、別府市民に広く周

知した。

6)大分市クリエイティブ産業育成事業  (新規)

委託 :大分市

大分市における「クリエイティブ産業の裾野の拡大」「市内クリエイターの育成」「クリエイターの発想・技術

を活用した企業の販路拡大」を目的とした『おおいたデザイン・エイ ド2023』 の企画運営業務を大分市より受託

し、デザイン経営を実践的に学ぶプログラムを実施した。中小企業の事業者とクリエイターが協働し、デザイン

経営の手法を用いて事業プランを策定するワークションプを実施し、優れたプランを表彰した。また、県内の若

手クリエイターを対象に、大分市の抱える課題をデザインの観点で解決するプランを募集するコンテストを実施

した。

7)清島アパー ト 事業  (継続 )

自主事業

アーティス トの制作・滞在の場所として運営。令和 5年度は 7組のアーティス トが 1年間、居住・制作拠点とし
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②
　
　
③

て活用した。また、30日 から90日 間の短期滞在の受け入れも開始。国内外より5組のアーティス トを受け入れ

た。

8)その他請負事業

行政や民間企業の依頼により、イベントの企画運営や作品メンテナシス業務等を受注した。

芸術に関する資料及び出版物の発行事業

その他上記の目的を達成するために必要な事業

1)SELECT BEPPU運 営事業 (継続)

1階はセレクトショップ、2階はマイケル・リンの襖絵鑑賞エリアとして運営。新型コロナウイルス感染症が 5

類感染症に移行したことを受け、インバウンドを含む観光客が多く訪れるようになった。新商品を積極的に取り

扱つたり、県内有名飲食店のポップアップを開催したり、工夫を凝らして運営した。 (年間来店者数 8,865名 )

2)講演 ,原稿 (継続 )

各地における講演会等の実施、視察団体受入、原稿作成等をおこなつた。

2 事業の実施に関する事項

(1)特 定非営利活動に係る事業

定款の

事業名

事業内容 実施 日時 実施場所

従事

者の

人数

受益対象者の

範囲及び人数

支出額

(千円)

1.芸術

をテーマ

とする講

演会、講

座、ワー

混浴温泉世界実行委員会事業 2023年 4月 1日―

2024年 3月 31日

別府市内各

所、国東市

オンライン

11名 イベント参加者

64,313 名

(来場者数 :

58,619名 、オン

ライン参力口者

数 :5,694名 )

56,236
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クシヨン

プ等の企

画、開催

事業

アーティス ト・イン・レジデ

ンス事業 (KASHIMAほ か)

2023年 4月 1日一

2024年 3月 31日

別府市内各

所、オンライ

ン

2名 トーク等イベン

ト参加者 555名

4,416

アーティスト・クリエイター

移住・定住促進事業

2023年 4月 1日―

2024年 3月 31日

別府市創造交

流発信拠点

『TRANSIT』

および別府市

内各所

4名 展覧会等イベン

ト参加者 1,038

人、ほか別府市

民・市外からの

アーティスト等

来場者

7,006

芸術文化施設を拠点とした観

光循環創出事業

2023年 7月 28日―

2024年 3月 31日

大分県立美術

館、大分県内

各所

3名 来場者数

22,434名

6,580

別府市制 100周年記念事業 2023年 4月 24日―

2024年 3月 31日

別府市内各所 9名 別府市民 11,510

大分市クリエイティブ産業育

成事業

2023年 6月 2日 ～

2024年 3月 31日

大分市内各所 4名 大分市内中小企

業、クリエイタ

ー等 595名

5,087

清島アパート運営事業 通年 清島アパー ト 2名 アーティス ト 12

名

968

その他請負事業 通年 大分県内各所 8名 イベント参加者

等

21,662

2.芸術に

関する資料

及び出版物

の発行事業

記録集販売事業 通年 別府市内 2名 購入者 0
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3.そ の

他 上記 の

目的 を達

成 す るた

めに必 要

な事業

SELECT BEPPU運 営事業 通年 SELECT BEPPU 4名 来店者

8,805名

9,819

講演・原稿 通年 各所 4名 講演聴講者等 118

定 款 の

事業名
事業内容 実施 日時 実施場所

従事者の

人数

受益紺象者
の範囲及び

人数

支出額 (千

円)

備考)

(2)その他の事業

1 2は、(1)には特定非営利活動に係る事業、(2)にはその他の事業について区分を明らかにして記載する。
2の (1)とこついては事業毎に定款の事業名、事業内容、実施日時、実施場所、従事者の人数、受益対象者の範囲及び人
数並びに支出額をそれぞれ記載する。
2の (1)の うち『受益対象者の範囲及び人数』の欄には、具体的な受益対象者及び人数を記載する。
2の (2)については事業毎に定款の事業名、事業内容、実施日時、実施場所、従事者の人数及び支出額をそれぞれ記載
する。定款上、『その他の事業』に関する事項を定めている場合は、当該事業年度に実施しなかった場合も『実施しなか
つた』旨を記載

2

3
4
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活動計算書

令和 5年  4月  1日 から令和 6年 3月 31日 まで

特定非営利活動法人 BEPPU PROJECT

科 目 金 額

66,000

6,000

0

5,332,380

0

196.533,706

83,333

160

63,342

5,332,380

196,533,706

72,000

146,835

48,196,002

637,600

3,227,300

6,249,740

152,314

58.462.956

5,861,666

1,764,650

3,945,839

74,468,407

3,729,075

762,753

4,465,551

65,598

15,455,425

5,999,976

7,970,433

380,160

1,008,426

5,236,792

3,346,912

62,777

812,424

248,500

6,942,963

3,000

136,792

2,529,587

200,000

831,270

5,699.314

140.529.662

5.400.000

5,400.000

I 経常収益
1.受取会費
正会員受取会費

賛助会員受取会費

受取寄付金
2.受取補助金等
受取国庫補助金

受取地方公共団体補助金
3.事業収益
事業収入
4.その他収益
受取利息

受取配当金

雑収入

経常収益計

Ⅱ 経常費用
1.事業費
(1)人件費
給料手当

臨時雇賃金

賞与

法定福利費
福利厚生費

人件費計

(2)そ の他経費
期首商品棚卸高

仕入高
イベント事業費

業務委託費

謝金

印刷製本費
広告宣伝費
会議費

旅費交通費
通信運搬費
消耗品費

修繕費
水道光熱費
地代家賃

賃借料

減価償却費
保険料

諸会費

租税公課

研修費

新聞図書費

接待交際費

支払寄付金

雑費

期末商品棚卸高
その他経費計

事業費計
2.管理費
(1)人件費
役員報酬

人件費計

(2)そ の他経費
業務委託費
交際費

0

73.500

198,992,618

202,084,921



活動計算書

令和 5年 4月  1日 から令和 6年  3月 31日 まで

特定非営利活動法人 BEPPU PROJECT

科 目 金 額

73,575

520

1,320

940.113

1,089,028

6.489.028

205、 481.646

6,489,028

0 0

126.516

74.306

126,516

74.306

△  3,396,725

0

△  3,668,

3,597,

71,

旅費交通費

消耗品費

賃借料

支払利息

その他経費計

管理費計

経常費用計

当期経常増減額

Ⅳ 経常外費用
1,過年度損益修正損
過年度損益修正損
2.その他経常外費用
雑損失

経常外費用計

税引前当期正味財産増減額

法人税、住民税及び事業税
当期正味財産増減額

前期繰越正味財産額

次期繰越正味財産額

Ⅲ 経常外収益
1.過年度損益修正益
過年度損益修正益

経常外収益計



貸借対照表

令和 6年 3月 31日 現在

特定非営利活動法人 BEPPU PROJECT

科 目 金 額

34,118,346

369,801

1,683,986

0

58,944,635

5,699,314

30.000

1,492,050

310,703

4
1.802.757

0

326,000

108,250

20,000

6.000.000

6.454,250

37,383,887

100,846,

000

257 007

108,518,

138,677

10,489,412

5,168,088

71,000

2,162,600

17,471,200

1,882,910

71.135.000

4,252,699

△ 3.668.547

109.103.039

資産の部
1.流動資産
現金預金

売掛金

前払費用

未収金

未収入金

商品

仮払金

流動資産合計
2.固定資産
(1)有形固定資産
建物

付属設備
工具器具備品

有形固定資産計

(2)無形固定資産
無形固定資産計

(3)投資その他の資産
敷金

保証金

出資金

長期貸付金

投資その他の資産計

固定資産合計

資産合計

Ⅱ 負債の部
1.流動負債
買掛金

未払金

未払費用

未払法人税等

未払消費税等

前受金

預り金

流動負債合計
2.固定負債
長期借入金

固定負債合計

負債合計

Ⅲ 正味財産の部
前期繰越正味財産

当期正味財産増減額
正味財産合計

負債及び正味財産合計



財 産 目 録

令和 る年 3月 31日 現在
特定非営利活動法人 BEPPU PROJECT

科 目 金 額

資産の部
1,流動資産
現金

普通預金
手元有高
大分みらい信用金庫本店営業部No 9369448
大分みらい信用金庫本店営業部h9406907
大分みらい信用金庫本店営業部血9407018

大分みらい信用金庫本店営業部配9407199

大分県信用組合血4025299

大分銀行別府支店L6006999
大分銀行別府支店No 7603056

楽天銀行仰h7561188
カード決済売上
地獄温泉ミュージアム前払経費

売掛金
前払費用
未収金

未収入金
商品

仮払金
流動資産合計
2.固定資産
(1)有形固定資産
建物
付属設備
工具器具備品
有形固定資産計
(2)無形固定資産
無形固定資産計
(3)投資その他の資産
敷金

保証金

出資金

長期貸付金

投資その他の資産計
固定資産合計
資産合計

事業委託金等
Tシャツ等
従業員経費分

事務所改装費
トイレ改装費
サーバー設備他

浜脇長屋、駐車場等敷金
ジェイツース他
大分県信用組合
取引業者貸付

Ⅱ 負債の部
1.流動負債
買掛金
未払金

未払費用
未払法人税等
未払消費税等
前受金

預り金
流動負債合計
2 固定負債
長期借入金

商品仕八
委託費・カー ド決済他
3月 分給与他
当期確定法人税等納付額
当期確定消費税等納付額
4月 分家賃・DC。 地獄温泉ミュージアム
源泉所得税・住民税他

日本政策金融公庫
大分銀行

固定負債合計
負債合計
正味財産

356,013

3,207,886

25,678

2,062,229

9

2,233

28,464,338

10

0

369,801

1,683,936

0

58,944,635

5,699,314

30.000

100,846,

257

37,383,887

000

109,103,039

887

1,492,050

310,703

4

1,802,757

0

326,000

108,250

20,000

6.000.000

6,454.250

138,677

10,489,412

5,168,088

71,000

2,162,600

17,471,200

1.882 910

45,635,000

25.500.000


